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平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○中高一貫のメリットをもっとＰＲすべき。 ○前年度同様，数学
受験者数が減っているのが気になる。行事 の先取り学習に関

(1)中高一貫教育の ①中高連携の促進 ①中高合同の教育課程検討会を年６ ①中高一貫教育推進委員会を年５回，また中高 （評定） はどうしても高校生中心になりがち。 する課題はあった

推進 に努め，生徒 回，教科会や授業研究会などを年 合同の教科会・授業研究会を１回実施した。 Ｂ ○中高一貫教育校として，中高合同の教科会 が，継続して先取

の個性や能力 ２回程度定期的に開催し，生徒の ･授業研究会が年間１回しか開かれていな り学習を実践した

を伸張すると 現状に応じた教育活動を検討する。 （所見） いのはいかがなものか。６年間を見通した 結果，先取りによ

ともに，異年 生徒・保護者のア 確かなカリキュラムの構築や授業の改善に る効果が得られた

齢集団におけ ②儀式的行事や体育祭・文化祭だけ ②例年通り，入学式などの儀式的行事や体育祭， ンケート結果では， ついてマネジメントサイクルに基づく協議 と考えられる。特

る社会性の育 でなく，必要に応じて行事等を中 文化祭を行いアンケート結果から，生徒・保 ほとんどの項目で， を重ねるべきである。 に一昨年度からの

成を進める。 高合同で実施し，満足度を 80 ％以 護者・教職員の満足度は 67％（前年度 73％） ８割以上が，本校の ○生徒の学力の層に幅ができた中で，個々の 「アクティブ･ラー

上とする。 ・85 ％(前年度 87 ％)・86 ％(前年度 70 ％) 中高一貫教育につい 生徒に合わせた対策に取り組む努力をされ ニングの視点から

と生徒・保護者の満足度が減少しており，今 て肯定的である。し ていることは大切で継続して欲しい。多忙 の学習・指導法の

後の行事のあり方について検討も必要であ かし，文化祭や体育 な中，中高一貫教育推進委員会を５回開い 改善に関する実践」

る。 祭などの学校行事に て懸案を話し合われることは，素晴らしい を中高が取り組ん

③特別活動などで，学年をまたがっ おいては，生徒の満 こと。アクティブ･ラーニングなど研究継 だことで，各年次，

ての活動を取り入れ，６年間を見 ③アンケート結果から生徒の 91 ％(前年度 94 足度が 67 ％にとど 続をお願いしたい。６年間を見通した教育 各教科での実践が

通 した特色ある教育を行っている ％），保護者の 91 ％(前年度 95 ％)が，６年 まっており，主体的 を行っているかについて教職員の意識が高 推進されており，

との 答えを 85％以上とする。 間を見通した特色ある教育を行っていると回 に取り組めていない いことには期待したい。文化祭・体育祭で 今後も継続して取

答しているが，教職員は 72%（前年度 80%） と感じている生徒が 中学生が主体となる部分も必要であること り組んでいきたい。

とその割合がそれぞれ下がっている。次年度 多いことが分かる。 は同感である。 また，高校への

に向けた対策を講じる必要があると考えられ 文化祭や体育祭など 進学に関しては，

る。 において，中学生が ○保護者としては，中高一貫教育に期待を持 より一層中高一貫

②６年間の計画的 主体となって活動す っている。６年間の教育がさらに特色のあ 教育の理解を得る
・継 続的な教育 る部分も組み込んで るものを目指して欲しい。 ように努める。

の研究を進め，中 いく必要があると考 一方で，生徒の

高の一貫性を促進 活動計画 活動計画の実施状況 える。また，生徒の ○受験に分断されない６年間を過ごすことが 現状に合わせて，

する。 学力は開校当初に比 できる等のメリットを小学校の保護者に周 本校の取組を工夫
①併設高校と連携し，教科会を通し ①中高一貫教育推進委員会を実施し，一貫教育 べ下がってきてお 知してもらえるよう働きかける事が大切。 ・改善の必要性も

て生徒の現状に応じた６年間の学 における懸案等を話し合った。本年度も，授 り，これまでのよう 高校進学時にクラス分けを行い中入生と高 あると考える。

習計画づくりをする。 業研究会を実施し，互いの授業参観における な学校目標だけでな 入生とは３年間混ぜないで行くという中学 本校の目指す学

感想やアクティブ・ラーニングについての話 く，質問タイムや補 校側の説明であったが，実際に高校進級時 校像をこれまで以

し合いを行った。 充学習などの在り方 にシャッフルされ混ぜられたことに不満を 上に明確にし，生

②中学生・高校生がともに参加する ②例年通りに入学式，対面式，身体計測，始業 を考えるなど，現在 持った保護者が多数いた。中学入学説明会 徒・保護者に伝え

共通の学校行事を設定し，積極的 式・終業式（学期ごと），全校集会（毎月）， の生徒の層に合わせ の時に言ったことは守っていただき６年間 ていくことが必要

な参加を促す。 文化祭・体育祭，人権教育講演会，芸術鑑賞 た対策が必要であ を通して同じ教育方針のもと学ぶことがで である。

会等を中高合同で行った。 る。また今後に向け， きることをアピールして欲しい。

より具体的に本校の

③生活オリエンテーションや専門委 ③今年度も生活オリエンテーションを実施し， 目指す学校像を明確 ○「評価指標による達成度について」②と③

員会など，学年の枠を越えた活動 楽しんで取り組めた。専門委員会も委員会活 にし，生徒・保護者 については，数値が下がっていることも考

を実施する。 動の活性化を図るために年に８回実施でき に伝えていくことが 慮し，「特色のある教育」について検討を

た。 必要である。 行う必要がある。学校行事に関しては，中

今年度も，数学の 高で取り組んでいることから，他の中学校

先取り学習などの特 より規模が大きく内容も充実している。

色ある取組を継続し

ていきたい。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○苦手教科を克服できる指導をお願いしたい。 ○教員は，引き続き

アクティブ・ラー

(2) 確かな学力の ①個別面談の充実 ①「自分の考えを他の人に説明した アンケート結果 〈評定〉 ○「分かっているつもり」が多いので涵養を ニングの手法を取

充実と指導力の や，朝の学習，家 り，文章に書いたりすることが得 ① 1 年生 26 ％，2 年生 25 ％，3 年生 32 ％の生 図るべきである。 り入れた授業のい

向上 庭学習 など自主 意である」と回答する生徒の割合 徒が，「自分の考えを他の人に説明したり， っそうの推進・継

学習の促進に努め が 50％以上。 文章に書いたりすることが得意である」と回 Ｃ ○「自分の考えを他の人に説明したり，文章 続を図り, 生徒の
る。 答している。 に書いたりすることが得意である」と解答 主体的・協働的な

②高校教員や中学校教員による授業 ②大多数の教員が，２回以上見学した。 する生徒が，目標数値を大きく下回ってい 学びを重視し，授

を１人２回以上見学し，授業力の ることに改善への切実感をもっともつべき 業力の向上に努め

向上を図る。 （所見） である。全国学力調査でも他県より大きく る。

昨年度同様，教員 後れをとっている。全県を挙げた取り組み ○「質問タイム」や

③わからないことや疑問に思うこと ③ 1 年生 55 ％，2 年生 66 ％，3 年生 67 ％の生 の 100 ％，つまり全 が必要である。 「補充学習」がさ

は，自ら調べたり教員に質問した 徒が，「わからないことや疑問に思うことは， 員が，言語活動の充 らに学力向上につ

りすることができる生徒の割合が 自ら調べたり教員に質問したりすることがで 実を図り，授業の工 ○質問タイムや補充学習が，生徒から昨年同 ながるにようによ

80％以上。 きる」と回答している。 夫・改善を行ってい 様約８割に評価されているが，より効果的 り効果的な実施方

④毎日の家庭学習時間（塾なども含 ④１年生 26％，２年生 19％，３年生 17％の生 る。ホワイトボード な実施方法を考えていただきたい。至誠ノ 法を考える。

む）が２時間以上の生徒の割合が 30 徒が，毎日の家庭学習時間が２時間以上と回 等を活用したｱｸﾃｨﾌﾞ ートでの指導は効果は大きいが，教員の負 ○家庭学習の習慣を

②学力向上を図る ％をめざす。 答している。 ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの取組が全 担が少なく効率的な方法に進んでもらいた 身につけるために,
研修の充実や，授 ⑤１年生 48％，２年生 60％，３年生 35％の生 教職員に浸透してい い。家庭学習だけでなく塾等も含めた学習 家庭との連携をは

業の創 意工夫に ⑤読書の推進に努め，年間読書冊数 徒が，年間読書冊数が５冊以上と回答してい る。 状況の実態を把握し指導に役立てて欲しい。 かり，決まった時

努める。 を１０冊以上の生徒の割合が 30 ％ る。10 冊以上と回答した生徒は全体で 27 ％ 毎日の家庭学習時 識字学級との交流学習は続けて欲しい。 間に決まった場所

をめざす。 であった。 間２時間の目標の達 で学習に取り組む

成率は，全体では 21 ○評価指標による達成度の低さが心配。指導 方法を推進する。

活動計画 活動計画の実施状況 ％にとどまってお 方法の工夫・改善が必要と思われる。 「至誠ノート」の

り，改善指導が必要 取り組み方や内容

①指導方法の工夫，改善のための研 ①全ての教科の授業で，根拠を明確にして説明 である。 ○質問タイムと至誠ノートの活用が必要。至 について指示した

究授業及び授業見学を実施する。 したり，伝え合ったりするためにホワイトボ 「質問タイムや「補 誠ノートの活用は，毎日提出する癖をつけ り，先輩のノート

ードを活用する場面を設定し，言語活動の充 充学習は学力向上に ることにより，勉強する習慣が身に付いて を紹介したりする

③アクティブラー 実を図った。 役立っている」と答 いくように思われる。至誠ノートは毎日苦 などの手立てが必

ニングの視点 えた生徒の割合は昨 痛にならない程度の量なので毎日続けるこ 要であると考えら

から学習指導 ②効果的な「質問タイム」や「補充 ②教科の担当ができるだけ時間をつくり質問タ 年度とほぼ同じであ とができたように思える。 れる。

方法の研究を 学習」を実施し，個々の生徒の力 イムを年間５回実施できた。また学力を付け るが，保護者では８

推進する。 を伸ばす。 るため工夫をこらした補充学習が４回実施で ポイント，教員では

きた。 28 ポイント減少して ○年間読書冊数は，以前に比べどれくらい減

③主体的な学びの力を育成するため ③「至誠ノート」の提出が滞りがちな生徒に放 いる。質問タイム・ っているのだろうか。スマホ，パソコンの

に ,家庭学習の習慣づけと自主学習 課後学習や，長期休業中に時間をつくり指導 補充学習ともに方法 影響と考えるが，アンケート結果①の数値

ノート「至誠ノート」を工夫・充 した。 を見直し，改善する が低い原因の一つだろうか。文書作成，プ

実させる指導を図る。 必要がある。 レゼン能力を高めるには，読書は必要と思

真面目な生徒が多 う。

④読書活動を推進し，表現力と幅広 ④委員会活動による読書推進のための活動や， く「至誠ノート」の

い視野を育成する。 移動図書館の設置により，生徒の読書活動を 提出率は高いが，主

促した。 体的な家庭学習のた

めに役立てられてい

⑤体験的な活動を計画的に実施する ⑤１年生は YMCA 自然体験学習，防災学習の一 る生徒は全体の約６

とともに，外部との連携を積極的 環で起震車体験，２年生は人形浄瑠璃の鑑賞 割程度であった。

に取り入れることで社会性を育て， と体験・識字学級生との交流学習，職場体験 読書冊数の達成率

問題を解決する能力を養う。 学習，３年生は沖縄への修学旅行，防災学習 は，昨年に比べると

の一環で起震車体験を実施した。 減少している。

体験活動は本校の

柱であるため，今後

も推し進めたい。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

○質問タイムや補充学習を充実させて欲しい。 ○進路指導体制の確

(3) 生徒の能力・ ①進路指導プログ ①「生活オリエンテーション（1年生），アンケート結果 （評定） 立をはかり，１学

適性に応じた進 ラムの改善・充実 「先輩から学ぶ」（2 年生），「スペ ①生徒の 84 ％が学年それぞれの実践が学校生 ○中学生の頃から目標を決め，進学したい大 年から計画的に進

路の実現 を図り，進路達成 シャルアプローチ」（3 年生）は役 活に役立っていると回答した。また保護者の 学等の事を学んでいくべき。 路指導を行うとと

意欲を高める。 に立っていると思う生徒・保護者 86 ％が，生活オリエンテーション等の実施が B ○中高一貫教育校としての最大のアドバンテ もに，高校との効

の割合を本年度も，85 ％以上をめ 子供たちの学校生活に役立っていると回答し ージは，６年間を見通した進路指導ができ 果的な連携をはか

ざす。 た。 ることであり，進路指導は中高一体として る。

②生徒の 87 ％，保護者の 87 ％がフューチャー 取り組むべきである。併設高校で学ぶ身近

②フューチャーにおいて，将来の進 での様々な学習や体験活動が進路の選択に役 （所見） な先輩から後輩への進路についてのレクチ ○質問タイム・補充

路につながるキャリア教育を実施 立っていると回答した。 ほとんどの項目で ャーは有効である。自分の学びの過程の先 学習のあり方を見

し，それぞれの発達段階に応じた 「そう思う」「ある を走る先輩の姿勢や教訓はイメージしやす 直し，より効果的

さまざまな体験活動が進路選択に 程度そう思う」とい いからである。 な方法を探る。

②三者面談・年次 役立つとの回答が 85 ％を超えるよ う回答が昨年同様８ ○１年生で，スクールカウンセラーによる「人

ＰＴＡなどにより うにする。 ③生徒 80 ％，保護者 78 ％が，高校からの進路 割以上となってお 間関係づくりのワークショップ」を実施し ○総合的な学習の時

保護者との連携強 説明会や先輩からの話が進路の選択に役立っ り，本校の進路指導 たり，２年３年で職場体験や上級学校調べ 間・体験活動につ

化に努める。 ③「進学説明会」や ,卒業生を迎えて ていると回答した。 におおむね理解をい など６年間の中の前期としての取り組みは いては，これまで

の授業「ようこそ先輩」の実施が ただいているものと 大切。併設の高校生との語り合いも素晴ら 同様，６年間を見

進路指導・進路選択に役立つとの 思われる。特に様々 しい。質問タイム・補充学習等の実施方法 通しながら，生徒

回答が 80％以上にする。 な体験活動において について，生徒から一部改善を求める声が の実態に沿った内

は保護者からの回答 あり，次年度の実施に役立ててほしい。 容で柔軟にプログ

活動計画 活動計画の実施状況 に高い数値が見られ ラムを組むことが

る。質問タイム・補 ○中学校の時から大学のことを考えて準備す 重要である。

①進路指導の充実を図り，生徒の能 ①各学年に応じた進路指導プログラムを実施し 充学習等の実施方法 るために進学説明会は特に大切。

力や適性を高めるため，行事を等 た。また，質問タイム，補充学習を定期テス について，生徒から 身近な先輩からの話は特に共感を得る部分 ○様々な行事や活動

しての体験学習や，質問タイム， トに合わせて年５回実施した。また,夏季休業 の回答に一部改善を が多い。アルバイトをしたことのない生徒 に保護者の参加を

補充学習，課題演習（全学年），ス 日(５日）・冬季休業日（２日）の補充授業を 求める声もあった。 にとって，職場体験は働くということを身 求めたり，お知ら

ペシャルアプローチ（3 学年対象） 実施した。それに加え，３年生にはスペシャ 来年度の課題として 近で考えることができる良い機会だと思う。 せをする機会を増

等の内容の充実を図る。 ルアプローチを各教科４時間程度実施した。 全体にはかってより やしていきたい。

よい実践を模索して ○「評価指標による達成度について」，①②③

いく必要がある。 の結果は，十分達成できていると思う。学

また，高校説明会 力の向上に保護者としても満足できている

や先輩からの話につ ととらえているのではないか。高校生と日

②今後の学校生活への目標をしっか ②１年生は，スクールカウンセラーによる人間 いては保護者からの 常的に交流できること，高校生活を身近に ○併設高校に在籍す

り持たせられるよう「キャリア教 関係作りのワークショップを実施し，かかわ 回答の数値が昨年度 感じられていることも，具体的に進路を考 る高校生と語り合

育」の内容を充実させ，進路選択 る力の育成を図った。２年生は，人形浄瑠璃 から少し低くなっ える上で役立っていると思う。 う機会は，高校か

を支援する。 の観戦や職場体験学習などを実施し，伝統芸 た。また，保護者の らの説明をより具

能の素晴らしさや，働く意義を実践から学ん 学校説明会等への参 体的に示すものと

だ。３年生は上級学校調べを通して自己の適 加率をもう少しあげ して好評であり,
性と将来の進路について考え，夏休みには高 ることができれば， 今後も継続して実

校体験入学を行った。生徒にとって，これか もっと理解が進むと 施したい。

らの自分の進路を具体的に考える機会となっ 思われる。高校体験

た。 入学や高校生と合同

で取り組む学校行事

等は，中学生にとっ

て高校生活や進路に

ついて考えるよい機

会となっている。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○安全については家庭においても十分な指導 ○全項目について指
が必要であるが，学校においてもしっかり 導の徹底を図るが,

(4)基本的生活習慣 ①生徒一人一人の ①校則や交通ルールの遵守をめざし， ①アンケート結果 （評定） 指導して欲しい。 特にあいさつの励
の確立を図る生徒 自覚を促し，基本 90 ％以上が交通ルールを守れてい 校則,交通ルールに関して生徒 89 ％(昨年 94 行については登校,
指導の徹底 的生活習慣を身に ると回答できるようにする。また ％)保護者 91％(昨年 93％)が守れていると回 B ○社会適性を向上すべき。精神面を強化すべ 下校時の校外にお

つけさせる｡ 登下校時の交通事故ゼロに努める。 答があり，安全意識は高いが交通事故は起き き。 いても呼びかけを
ている。 して 100 ％の実施

○たとえ少数でも，交通の安全意識に欠ける につなげたい。
②あいさつの励行，90 ％以上をめざ ②アンケート結果 （所見） 生徒や携帯電話の使用ができていない生徒
す。 生徒 57 ％(昨年 64 ％)，保護者 79 ％(昨年 88 自転車運転中の自 が存在していることは，命や人権侵害に関 ○家庭と密接に連携

％)があいさつをよくしていると回答。数値 損事故や交通事故が わることなので，危機感を持って対応すべ し，安全で安心し
が昨年度を生徒回答が７ポイント，保護者の 毎年発生している。 きである。事の後先をイメージできない生 て生活できる学校

②あらゆる教育活 回答が９ポイント下回っている。 交通事故は幸いにも 徒に対しては，重大事態に落ち至ってしま づくりを推進して
動を通して， 重大事故には至って った具体的事例を示し，自省させる指導が いく必要がある。
きめ細やかな ③携帯電話に関しては,生徒 88％(昨年 91％),保 いないが交通ルール 有効である。
生徒指導を行 ③携帯電話を正しく使っているとの 護者 73 ％(昨年 79 ％)が正しく使用している やヘルメット着用の ○問題行動には携帯
い，いじめの 回答を 90％以上とする。 と回答した。使用に関して危機感が感じられ 指導を徹底したい。 ○携帯電話やスマートフォンの使用について 電話やスマートフ
防止等の取組 ない面も見える。 携帯電話やスマー は，年々問題が深刻化している。小さな変 ォンを使用したメ
に努めるとと トフォンの所持に教 化を見逃さず情報交換を行って子どもを守 ールのやりとりが

もに教育相談 ④アンケートや｢至誠ノート｣をはじめ普段の 員は危機感を持って って欲しい。自転車通学生のヘルメット着 関係している場合

活動の充実を ④いじめ防止，早期発見に努め，問 生活状況等を通して担任が注意深く観察し,い いる。メールやライ 用や並進禁止等で事故ゼロへの取り組みの が多い。そこで，

図る。 題の背景や環境要因も考慮し適切 じめ早期発見に努めた。また,校則違反や問題 ンを遊びに利用し,様 継続的な指導を。全校集会や中学生集会な 外部機関を利用し

な解決や支援を実行する。 行動等が見受けられた場合，保護者と連携を 々な問題が発生して ど効果が大きいので継続しての指導をお願 た携帯電話安全教

取り指導した。交通事故防止を集会等で指導 いる。また，JR 乗車 いしたい。 室のより一層の充

し登下校時立哨指導も実施できた。 中での使用（ゲーム 実を図り，トラブ

を含む）が増加傾向 ○あいさつの励行が評価指標では 90%，達成 ル防止の徹底をし

活動計画 活動計画の実施状況 にある。これらの問 度では，生徒 57%と低いことが気になった。 たい。

題解決には学校の指 あいさつはとても大事なことだと思うの また,定期的にア
①社会や学校のルールやマナーを守 ①入学者説明会等で，生徒や保護者へ校則の周 導だけでなく,保護者 で，基本的生活習慣を身につけさせる上で ンケート等を実施

り，お互いが気持ちよく安全な生 知徹底を図った。 の協力が不可欠であ 指導していただきたい。 して生徒の生活状

活 を送れるようにする。また，徒 新入生へのオリエンテーションの実施 る。中学生集会や,学 況を把握し，いじ

歩通学生徒，自転車通学生徒，公 ＪＲ乗車指導の実施 年集会を利用して， ○ほとんどの生徒が大きな声で挨拶ができて め等の問題行動を

共交通機関を使用しての通学生徒， 全校集会後の中学生集会の実施 自己肯定感や生命の いる。多くが汽車通学をしているが，概ね 未然に防ぎたい。

保護者送迎等それぞれの通学状況 常時指導の徹底 大切さについて指導 車内のマナーは問題ないと見受けられる。

に応じた指導を行い，登下校時の 自転車点検の実施 した。また,おもしろ 他校生も同乗しているので，今後は，社会

事故やけが の防止に努める。 交通講話 半分に勝手に写真や のルールとして，車内での携帯電話の使用

登下校時の立証指導 動画を掲載すること や座席や通路に物を置かない等の指導を行

②生徒相互，教職員，来客者に対す ②全校集会後の中学校集会の実施 は許される行為では う必要が出てくる。

るあいさつを徹底させる。特に全 生徒会によるあいさつ運動の実施 なく,人権侵害やいじ
校集会等で生徒会本部役員とタイ め等,重大な事件につ ○県立川島中学校の生徒は，落ち着いた学校

アップしてあいさつ運動を推進す ながる恐れがあるこ 生活を送っていると思われる。服装や交通

る。 とを指導した｡ さら マナーも守れていると思われる。

③外部講師による安全教室の実施 に規範意識について

③外部講師による講話や講習会を毎 常時指導の徹底 も指導していきた

学期に実施し，トラブル防止を推 喫煙，飲酒,薬物乱用防止教室の実施 い。

進する。 携帯電話使用説明会実施

④委員会機能の活用

④生徒指導委員会やいじめ防止対策 非行防止作文,ポスター作成
委員会機能を活性化し，携帯電話 スクールカウンセラーの配置

の不正使用やいじめを予防する教 各種関係機関との連携

育の推進に努める。また，カウン

セリングの体制を充実させ，丁寧
な支援を行う。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○「生徒は人権について学習したことを日常 ○生徒一人一人とじ
生活に活かそうとしている」について生徒 っくり向き合いな

(5) 人権尊重の精 ①人権教育指導計 ①｢本校の人権学習の内容は適切であ アンケート結果 （評定） の 81%が認めていることは，素晴らしい成 がら，人権教育の
神の涵養を図る 画の 推進と，“ り,人権教育は充実している。」と思 ①生徒 78 ％が，「人権学習に積極的に取り組ん 果である。月１回中高合同で行う「人権の 土台である人間関
人権教育の推進 あわ”人権学習ハ う生徒の割合，80％以上をめざす。 でいる。」と回答。評価指標をほぼ達成して Ｂ 日」の取り組みは内容があり成果を上げて 係づくり・仲間づ

ンドブックを活用 ②｢人権の大切さを学び，それを日常 いる。 いる。ＰＴＡ人権教育講演会の内容が充実 くりをこれからも
するとともに人権 生活に活かそうとしている。」と思 していてすばらしい。 継続的に行ってい
問題を解決できる う生徒の割合，80％以上をめざす。 ②生徒 81 ％が，「生徒は人権について学習した （所見） きたい。日々の教
生徒の育成に努め ことを日常生活に活かそうとしている。」と 本校は，多くの小 ○人権講演会については家族でも大変好評だ 育活動の中で，自
る。 ③｢人権を大切にする教育活動が行わ 回答。評価指標を達成している。 学校から入学してき った。今後もこのような機会を積極的に設 分も人も大切に

れている。」と思う保護者の割合，85 ているという実態が けて欲しい。人間関係でのトラブルのない し，大切にされる
％以上をめざす。 ③保護者 84 ％が，「本校では人権を尊重する考 あり，まず人間関係 よう積極的な指導をお願いしたい。 集団をつくってい

②人権尊重の意識 え方や態度を育てる教育が行われている。」 づくり・仲間づくり く取組をこれから
を高めるため，創 と回答。評価指標をほぼ達成している。 を大切にしながら， ○他人を尊重できる心を作るように学んでい も続けていきた
意溢れる具体的な 実践を重ねている。 くべき。 い。
取組の展開に努め 活動計画 活動計画の実施状況 話し合い活動や表現
る。 活動を多く取り入れ ○市内小中学校は，中学校区ごとに人権教育 ○人権教育で学んだ

①生徒の実態に即した学習主題を設 ①各教科における人権教育年間計画を作成し， ることで，生徒が主 指導計画の作成や生徒指導等で緊密な小中 ことの実践化のた
定し ,個別的な視点と普遍的な視点 授業や学校生活の中で人権教育の推進を図っ 体的に学習に取り組 連携が図られている。中一ギャップ解消の めに，学習形態を
の双方を加味した学習を組み立て た。 めるような授業形態 ためにも連携の可否を探るべきである。人 さらに工夫してい
ていく。また ,“あわ”人権学習ハ ・“あわ”人権学習ハンドブックや「わたし を工夫している。識 権学習したことが態度化・行動化につなげ く必要がある。教
ンドブックや「わたしの願い」の の願い」を活用し，普遍的な視点と個別的 字学級訪問などの体 られるように，実際にできたことを各自ノ 師自身も研修を重
活用に努める。 な視点を結び合わせながら，各学年で共通 験的参加型学習は， ートに書かせることで意欲を高めてみては。 ね，人権感覚を磨

の内容の学習を進めていった。１年生は「仲 生徒が積極的に学ん 道徳の評価にも参考とできる。 いていきたい。
間づくり」，２年生は「識字学級」，３年生 でいくために効果的
は「仲間とつながり合う」ということを意 であった。 ○講演会の実施，人権発表会の実施など，生 ○中高の連携をさ
識し，「同和問題」を中心に学習を進め， 今回のアンケート 徒たちの人権尊重の意識を高める教育を進 らに図りながら，
思いを伝え合うなかで人権問題を解決しよ において，生徒の人 めて欲しい。 共に学んでいく機
うとする意欲を高めることができた。 権に対する関心意欲 会を増やしていき

②生徒一人一人を生かし，大切にす ②人間関係を築く能力やコミュニケーション能 に大きな差があるこ ○人権教育への取り組みは，案外難しいテー たい。
る学級づくりのため，生活や情報 力，他の人の立場に立って考えられるような とがわかってきた。 マだと思う。今の人と人との結びつきが希
モラルに関するアンケートを行う。 想像力を培うために，また学んだことの態度 意識の低さを分析し 薄になっているからこそ重要な課題だと思 ○ＰＴＡ人権教育講
授業や指導の中で，いじめは，人 化・行動化につなげるために，生徒の実態を ながら，生徒の成長 う。学校・保護者・地域で連携して生徒一 演会など，さらに
権にかかわる重大な問題であり， 把握するとともに授業形態も工夫した。 段階も考慮した指導 人ひとりがどんな人とでもコミュニケーシ 保護者との連携を
絶対に許されない行為であること ・生活アンケートを行い，生徒一人一人や学 も必要になってい ョンがとれるような人間に育てることが急 とりながら，人権
を徹底する。また，自分も相手も 級・学年・学校の実態を把握することに役 る。 務だと思う。人権教育は暗くてつまらない 教育を推進する必
大切にする関係を築き，コミュニ 立てた。 さらに，学習した という偏見を持たないようにしてもらいた 要がある。
ケーション能力を育成するために， ・スクールカウンセラーによる人間関係づく ことがらを態度化・ い。
体験的参加型学習を取り入れる。 りのワークショップを実施し，協力しなが 行動化につなげられ

ら生徒の指導に生かしている。 るような工夫をして ○今も全国的に「いじめ」が大きな社会問題
・生徒が主体的に参加し，体験することで人 いく必要がある。そ であるので，人権問題からも，いじめをし
権感覚を身につけることができるよう，体 のために，教職員の ない，許さないよう生徒が主体的に行動す
験的参加型学習を多く取り入れた。 研修を充実させると るとともに，保護者，教職員で生徒を支え
・識字学級訪問（2年生 8月） ともに，外部講師に る活動を今後も継続できるよう期待してい

③人権委員会が積極的に活動する場 ③人権委員会の活性化を図った。 よる学習も積極的に る。

を作り，生徒が主体的に学び，行 ・校内人権問題意見発表会を実施（6月） 取り入れていきた

動に移していこうとする意欲や態 ・月 1 回「人権の日」を設け，中高合同で様 い。また，日頃の姿
度を育成する。 々な人権問題について考える時間を持って 勢から人権感覚の醸

いる。校内放送でも，学んだことや自分た 成をはかっていきた
ちの思いを全校生徒に向けて発表した。 い。

･人権標語を作成し，文化祭などで展示する 中高合同で行って
活動や人権新聞の内容の校正など，委員会 いる「人権の日」の

の生徒主体で行った。 校内放送で高校生の
考えを聞くことは，

④ＰＴＡ人権教育推進委員会の活動 ④ＰＴＡ人権教育講演会の実施 視野を広め考えを深
へ保護者に積極的に参加してもら ・水谷修さん めるために役立って

い，保護者の意見を取り入れなが 「どこまでも生きぬいて いる。さらに共に学
ら人権教育を充実させていく。 夜回り先生，いのちの授業」（10月） んでいく機会を設け

ていきたい。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○学校行事や生徒会

○学校行事等については，評価のとおり大き 活動，学級活動の

(6) 心身ともに健 ①学校行事，生徒 ①学校行事に積極的に参加している ①アンケート結果 （評定） な問題はないが，部活動の選択肢を増やし 目的を再度見直

康な生徒を育て 会活動を通じて生 と思える生徒を 85 ％以上とし，保 生徒 88 ％が学校行事に積極的に参加してい て欲しい。 し，さらに充実し

る特別活動の充 徒の自主性の育成 護者の理解も 90 ％以上得られるよ ると回答。保護者 98 ％が学校行事が適切に た学校生活を生徒

実 に努める。 うにする。 行われていると回答。 A ○体育が少ないので朝などマラソンをさせ が送れるよう不断

る。身体を疲れさせて，夜に良く寝てもら の改善を図ってい

②アンケート結果 いたい。 きたい。

②ホームルーム活 ②３年間を見通した体験学習が，豊 生徒 92 ％，保護者 96 ％が，体験学習は豊か
動(学級活動)や部 かな心を育むために役立っている な心を育むために役立っていると回答。また， （所見） ○活動や行事をマンネリ化させないよう，事

活動のより一層の と 90 ％以上が思えるようにする。 部活動に参加している生徒の 86％，保護者 90 学級や学校の一員 前の活動で目的の共有化を図り，活動内容

充実と活性化を図 また部活動に積極的に参加できる ％が，部活動に積極的に参加していると回答。 として，周囲との望 の工夫を考えさせ，参画意識を高めること，

る。 生徒を 80％以上にする。 ましい人間関係を形 事後の活動で，活動を評価させ，次回（次

成し，よりよい生活 年度）への改善点や申し送りを整理させて

づくりを参画し，諸 おくことが重要である。そのためにも，学

問題を解決しようと 級活動の時間を積極的かつ有効に活用すべ

する自主的，実践的 きである。

な態度や健全な生活

態度を育てることが ○忌部の郷巡りやＹＭＣＡでの自然体験活

できた。 動，人形浄瑠璃鑑賞体験など特色ある学校

行事に取り組み，生徒 92%・保護者 96%が
活動計画 活動計画の実施状況 高く評価している。生徒会や部活動にも成

果を出している。

①目的や運営のあり方を見直し，生 ①学校行事

徒の実態に応じて学校行事をより 入学式 ４月 ○学校には，多様な行事が一年中を通してあ

充実したものにする。 忌部の郷めぐり ４月 る。また部活動も運動部，文化部といろい

修学旅行（３年） ５月 ろとある。生徒が全員部活動に参加して，

ＹＭＣＡ（１年） ６月 違う学年の人と交流できる場をもてるよう

人形浄瑠璃鑑賞体験（２年）８月 にしてもらいたい。他の学校の人と交わる

体育祭，文化祭 ９月 良い機会だとも思う。

②各生徒会専門委員会の意義や役割 ②専門委員会 ○中高一貫教育の特性を生かした学校行事

を周知し，生徒の自主的な活動を 専門委員会を実施し，呼びかけや活動につい や，多彩な行事が行われているので，引き

すすめるため，生徒会活動の活性 て，中学生集会で全校に周知徹底した。 続き充実した学校生活を送れるよう期待し

化を図る。 ている。

③学校生活や学級における身近な課 ③特別活動の各領域を通じて，望ましい人間関

題をもとに話し合い，積極的･実践 係を形成し，集団や社会の一員としてよりよ

的に学級の合意が図れるよう指導 い学習生活づくりに参画しようとする態度を

する。 育てることができた。また，生徒が学校や学

級への所属感や連帯感を深め，協力して諸問

題を解決し，よりよい学校，学校生活を築こ

うとする自主的，実践的な態度を育てること

ができた。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

○今後とも啓発活動の強化，交流学習の実施 ○今年度から始めた

(7) 環境教育及び ①新学校版環境Ｉ ①新学校版環境ＩＳＯの継続申請を ①アンケート結果 （評定） に力を注いで欲しい。 り工夫したりして

国際理解教育の ＳＯに取り組むな 行い，生徒が清掃や美化活動に積 ・「清掃や美化活動に積極的に参加するととも いる委員会活動も

推進 ど環境保全活動に 極的に参加できるようにし，「ゴミ に，ゴミの分別・節電・節水等に努めている」 B ○スピードラーニングやネイティブな英語に あるので，来年度

努める。 の分別・節電･節水等に努めてい と回答する教師の割合は９３％と高かった なれた方が良いと思われる。（一日英語だけ 以降も継続して取

る」と回答する生徒の割合が８０ が、生徒の割合は６２％と昨年よりも下がっ の日とか） り組み，学校の内

％以上をめざす。また，電気，水 てしまい，教師と生徒の間に認識の差があっ 外にアピールして

道の使用量については，前年度よ た。 ○環境美化活動は，環境美化委員の仕事とす いきたい。そして，

り増えないように努める。 （所見） るのではなく，環境美化委員会が取り組み 今年下がってしま

アンケート結果は をコーディネートしていくように仕向けな ったアンケート結

②外国語活動やグローバルの授業が ②国際交流 昨年より下がってし ければ，全校への広がりは期待できない。 果の向上に少しで

外国の言語や文化に触れ視野を広 ・アンケート結果より，「外国の言語や文化に まい，目標は達成で 国際交流活動は継続性がなければ，断ち切 もつなげたい。

②国際性を高める げるのに役立っていると思える生 触れ視野を広げるのに役立つ国際交流事業を きなかった。環境美 れていく懸念がある。オーストラリアへの

ため積極的に国際 徒が 80％以上となるようにする。 行っている」と回答する生徒は６４％であっ 化委員会の活動をあ 語学研修がない年度には，それを代替する

交流を図る。 た。オーストラリアの学校との交流はなかっ まり知らない生徒が 活動を工夫すべきである。

たが、２，３年生は台湾の中学生と手紙の交 いることも原因とし

換を行った。 て考えられる。 ○環境美化委員会が学期毎に学校周辺のゴミ ○国際交流の充実を

拾いを行ったり，毎朝玄関の掃き掃除をし 図ることは，日本

今年度はオースト ていることは気持ち良く朝スタートするた に生きる自分の立

ラリアの学校との交 めにも大事なことである。ゴミの分別や節 ち位置を知ること

流がなかったため前 電・節水など実践的な環境教育は継続して でもあるので，「交

年度より達成度が低 欲しい。国際交流は，今年度はオーストラ 流会」ではなく「知

活動計画 活動計画の実施状況 下していると考えら リアの高校との交流はなかったが，台湾の る，調べる」活動

れる。 中学生との手紙の交換を行ったことはすば をどのように取り

①新学校版環境ＩＳＯの継続申請を ①環境美化委員会 らしいことである。次年度４月のオースト 入れていくのかが

行い，環境美化委員会を中心に， ・毎朝欠かすことなく玄関の掃き掃除に取り組 ラリアの高校との交流に期待している。 課題である。

清掃活動やリサイクル活動の充実 んだ。また春から秋にかけては水やりを行っ

を図る。 た。 ○教室・廊下ともにいつ行っても綺麗な学校

・電気，水道の使用量のグラフやポ ・学期ごとに学校周辺のゴミ拾いに出かけ，地 だという印象は，前から感じていた。そ

スターを掲示し，意識の高揚を図 域の環境美化に貢献した。 れは他の学校の保護者からもよく聞きくこ

る。 ・文化祭の時にはゴミ箱を設置し，環境委員が とでもある。廊下を歩くのにスリッパを履

・中庭の花壇の水やりと玄関の掃除 定期的に捨てにいったので，校舎内にほとん かなくては歩けない学校が多いように思う

を，環境美化委員（当番）が毎日 どゴミが落ちていなかった。 が，県立川島中学校はスリッパがなくても

行い，美化に努める。 ・裏面利用できる紙は分別し，再利用を行った。 大丈夫という意見をよく耳にする。これは

・各クラスに古紙回収ＢＯＸを配置 ・中学校棟だけの電気・水道の使用量がわから 毎日の積み重ねで保つことができているの

し，環境美化委員が回収する。 なかったため，グラフによる掲示等は行わな でこれからも綺麗な校舎を目指して欲しい。

かった。

○環境問題（教育）を身近な問題と感じるこ

②国際交流 ④国際交流 とができるように，ゴミの分別やリサイク

・海外語学研修現地校や海外の学校 ・今年度はオーストラリアの高校との交流を実 ル，リユースの活動を学校行事での節目に

との交流の機会を積極的に取り入 施することができなかった。 行っているので，全校生徒が積極的に参加

れる。また，｢グローバル｣等の授 できるように地道な取り組みの継続に期待

業を活用して，自他の文化への理 ・グローバル等の国際理解についての指導を行 する。

解を深めるなど，生徒が積極的に い，自国の文化とは異なる文化や，他地域へ

交流できるように適切な指導と準 の興味・関心を高めた。昨年度に引き続き２

備と行う。 ・３年生は台湾の生徒との手紙の交換を継続

させている。



平成３０年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○参観日の授業内容

○ホームページについては，毎年様々な意見 を見直し，本校の

(8) 開かれた学校 ①地域貢献活動等 ①「参観日や学校公開の日など，保 ①アンケート結果 （評定） が出ている。業務多忙，また個人情報に対 魅力や特色ある取

づくりと安全教 などの活性化や， 護者が学校に来る機会を多く設け 生徒 72 ％，保護者 85 ％が，「参観日や学校 する配慮等いろいろあるとは思うが，学校 組について発信で

育の推進 ホームぺージ等を ている」と思う保護者の割合 80 ％ 公開の日など，保護者が学校に来る機会を多 の状況を知る貴重な手段なので，引き続き きる機会にしてい

活用した広報活動 以上をめざす。 く設けている」と回答している。 B 発信をよろしくお願いしたい。 く必要がある。

の充実を図り，家

庭や地域の連携を ②「ホームページやメール配信は， ②アンケート結果 ○ＰＴＡとしては，保護者同士の交流をし，

深め，外部評価結 学校の様子を知る上で役立ってい 保護者 64 ％が，「ホームページやメール配信 子どもたちの情報を共有していかなければ ○ホームページの更

果を活かす取組を る」と思う保護者の割合 80 ％以上 は，学校の様子を知る上で役立っている」と （所見） ならない。 新を迅速かつ充実

推進する。 をめざす。 回答している。 評価指標①は目標 させるためには,
値を達成したが，目 ○ホームページの更新が滞りがちである。少 情報戦略課を中心

③防災避難訓練に真剣に取り組んで ③生徒の取組状況はおおむね良好であり，積極 標指標②については なくとも数日ごとの更新がないホームペー とした教職員の連

いる生徒の割合，80 ％以上を目ざ 的に活動することができ 80 ％以上を達成で 目標値を下回ってい ジはやがて誰もアクセスしなくなる。学校 携とホームページ

す。 きている。。 る。保護者の回答を 行事や生徒会活動，体験活動を主担当した 更新についてのマ

昨年度と比較すると， 教員が，活動の様子をホームページに掲載 ニュアルの周知徹

「参観日や学校公開 する段階まで責任をもつように徹底するこ 底が必要である。

の日など ,保護者が学 とが必要である。

活動計画 活動計画の実施状況 校に来る機会が多く ○本校ならではの取

ある。」は 10 ポイン ○ホームページやメールの発信が役立ってい 組である質問タイ

①保護者や地域に開かれた学校づく ①授業参観（５月１０月，参加率 67％） ト減 ,「ホームページ ると 64%の保護者が認めている。小学校で ムや補充学習，中

りとして，授業参観，学年部会， 学年部会（５月），県立川島中学校見学会 やメール配信は ,学校 の学校説明会が１３校に止まっている。少 高一貫教育を生か

②地域と連携した 中高一貫教育懇談会等を開催する。 （７月，47 世帯が参加），とくしま教育の日公 の様子を知る上で役 しでも多くの小学校の子どもと保護者に前 した川島高校との

安全･防災教育の 開授業（11 月），高校説明会 ３学年対象（７ 立っている。」は 18 向きな姿勢を伝えて欲しい。地域防災につ 連携について見直

積極的な推進に努 月）２学年対象（10月） ポイント減である。 いても生徒２名が防災士資格検定に合格す し，その魅力をど

め地域防災を担う ②専門的な知識や技能を有する地域 ②外部講師を招いての主な授業 授業参観の参加率は るなど地域と連携した安全・防災教育に努 のように発信して

人材を育成する。 の方を招聘しての学びの機会をさ 薬物乱用防止教室 全学年 4月(2名) 昨年度に比べやや減 め，地域防災を担う人材を育成している姿 いくかさらに工夫

らに増やすことにより，多様な学 AED講習会 全学年 5月(3名) 少し ,5 ポイント減と は素晴らしい。 していかなければ

習活動の充実と地域の方の本校教 歯みがき教室 全学年 6月(2名) なった。今年度は参 ならない。

育への理解を深める。 交通講話 全学年 7月(1名) 観日の回数が 5 月と ○近年は，学校ホームページから情報を得ら

人間関係づくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1年 9月(1名) 10 月の 2 回に減少し れることが大切と思うのでホームページの

先輩から学ぶ 2年 10月(5名) たことに加えて，参 充実（定期的な更新）が必要である。しか

人権問題講演会 全学年 10月(1 名) 加率も低下している し，先生方の負担にならないように工夫す

福祉体験学習 1･2年 11月(4名) ため ,来年度以降の授 ることも必要である。

携帯電話安全教室 全学年 12月(1名) 業参観のあり方を考
防災学習における地震体験 1・3年 1月(4名) えていく必要がある。 ○ホームページは，正直最近は面白みに欠け

思春期講演会 3年 2月(1名) 県立川島中学校見学 ることがあるようにも思われるが，現代は

③本校の特色を地域に理解してもら ③ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成し ,近隣の小学校に配布すると 会の参加者や，入学 はネット社会なので学校に行かなくても学

うため，パンフレットなどを作成 ともに，訪問説明会を 13校で実施した｡また, 者募集説明会の参加 校の様子が見れるホームページの役割は大 ○防災学習をカリキ

し，近隣小学校に配布するととも ２学期以降のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新ができなかった。 者も昨年に比べて減 きいと思う。参観日は保護者の人に学校に ュラムの中に適切

に，小学校保護者を対象とした説 少している。ホーム 来てもらう良い機会だと思う。また中学受 に位置づけ，より

明会を実施する。また，ホームペ ④ 9月と 11月に実施,50世帯が参加｡その時に企 ページを充実させ， 験を考えている小学生の保護者の人へも良 効果的な学習が行

ージを通して情報を発信する。 画広報委員会で作成した広報誌｢絆｣も配布し 近隣の小学生やその いアピールができる機会だと思う。 われるよう工夫し

④小学 6 年生とその保護者を対象と た。 保護者に学校の特色 ていきたい。

した入学者募集説明会を実施する。 ⑤中高合同の避難訓練（２回）や J ｱﾗｰﾄ訓練な を積極的に発信して

ど，生徒は積極的に参加した。１年生と３年 いく必要がある。

⑤防災避難訓練にあたっての事前， 生は起震車を体験するなど，総合的な学習で

事後指導の徹底をはかり ,総合的な 防災について学んだ｡防災講演会などの活動

学習の時間で防災学習を行う。 を通して，全校生徒，保護者の防災･減災へ 本校の防災学習や避

の意識の向上を図った。 難訓練には保護者か

⑥防災クラブの活動の活性化を図る ⑥本年度は２名が「あわっこ防災士養成講座」 らも肯定的な評価を

ための取組を行う。 を受講し，防災士資格検定に合格した。 得ている。


